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　人團の動き
一鍵潟1圖現嚢一

男　　　4，663籍2鍛

女　　　4，緊66墜3燭

計　9，尋29（一52》
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　毎日かよった幼稚園も、今日

が最後です。

　ちゃんとおじぎをして、一人

ひとり修了証書をいただきまし
た。
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会義昌3
口

告報

　
三
月
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
回
町
議
会
定
例
会
が
、
二
十
五
日
間
の

全
日
程
を
終
わ
り
、
二
十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
五
日
、
町
長
施
政
方
針
演
説
と
新
年
度
予
算
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
以
後
、
各
常
任
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
二
十
七
日
全
会
一
致
で
昭

和
六
十
二
年
度
川
西
町
一
般
会
計
と
九
つ
の
特
別
会
計
予
算
が
成
立
し
ま

し
た
。

　
一
時
間
以
上
に
及
ん
だ
南
雲
町
長
の
演
説
か
ら
、
そ
の
一
部
を
か
い
つ

ま
ん
で
紹
介
し
ま
す
。

に
あ
ふ
れ
る

か
な

　町長
南雲春雄

　
昭
和
六
十
二
年
度
は
、
第
四
次
川

西
町
総
合
開
発
計
画
第
四
年
次
に
あ

た
り
ま
す
。
こ
の
計
画
に
定
め
ら
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
っ
て
、
重
点

施
策
に
、
前
年
度
に
引
き
続
い
て
、

次
の
四
項
目
を
掲
げ
て
取
り
組
み
た

い
と
存
じ
ま
す
。

①
産
業
の
振
興

企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
強
化

若
者
の
定
住
を
推
進
す
る
に
は
、

町
づ
く
り

魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
企
業
誘
致
は
、
そ

の
特
効
薬
的
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ゆ

き
た
い
。

　
水
田
農
業
確
立
対
策
の
推
進

　
農
村
の
社
会
基
盤
維
持
の
た
め
に

も
、
農
地
の
高
度
利
用
は
必
要
で
あ

り
、
高
率
な
生
産
調
整
に
耐
え
ら
れ

る
体
質
づ
く
り
が
、
急
務
で
あ
り
ま

す
。
米
に
替
わ
る
作
目
の
発
掘
と
、

高
付
加
価
値
づ
け
の
研
究
に
つ
と
め

た
い
。村

お
こ
し
事
業
の
推
進

県
単
事
業
に
よ
る
商
工
会
の
地
域
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お
こ
し
事
業
に
、
町
・
農
協
及
び
関

係
団
体
協
力
し
て
作
目
の
選
定
、
試

作
の
段
階
に
入
り
た
い
。

　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
着
工

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
定
規
模
、
低
補

助
率
事
業
の
た
め
、
こ
の
施
設
を
併

用
し
、
さ
ら
に
、
役
場
庁
舎
と
一
体

化
し
た
総
合
的
機
能
の
発
揮
と
経
費

節
減
を
図
る
。

　
こ
の
施
設
を
村
お
こ
し
運
動
な
ど

の
拠
点
と
し
活
用
し
た
い
と
し
て
、

六
十
二
～
六
十
三
年
度
事
業
で
実
施

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
新
十
日
町
大
橋
取
付
道
の
整
備
促

　
進
　
新
十
日
町
大
橋
は
、
六
十
五
年
度

を
完
成
目
標
に
、
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
川
西
側
取
付
け
と
連
絡
町
道
総

延
長
一
、
六
四
一
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

年
内
に
六
二
ニ
メ
ー
ト
ル
の
供
用
が

実
現
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

大
型
店
進
出
対
策

新
十
日
町
大
橋
と
関
連
町
道
改
良
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一般会計当初予算（歳入）の推移

　　　　　　　　　　　（単位：千円）

町税 地方交付税 その他

1，鰯，醗 1，219，349

1，齢，㈱、
1，338，444

1，灘懸騰 1，089，082

1，鰹簸難 1，141，610

1，㈱，鱒 1，190，269

一般会計当初予算
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億計
画
が
公
表
さ
れ
る
や
、
い
ち
は
や

く
大
型
店
進
出
の
動
向
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
町
商
工
業
界

に
と
っ
て
は
死
活
に
係
る
大
き
な
問

題
で
あ
る
た
め
、
行
政
の
立
場
で
積

極
的
な
対
応
に
当
た
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

②
教
育
文
化
施
設
の
整
備

　
中
学
校
普
通
教
室
棟
の
大
規
模
改

　
修
工
事

　
町
立
教
育
施
設
の
計
画
的
な
改
修

が
一
巡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
懸
案
の

中
学
校
普
通
教
室
棟
大
規
模
改
修
工

事
を
実
施
し
、
同
施
設
の
抜
本
的
な

改
善
を
図
り
た
い
。

　
狸
沢
野
球
場
の
造
成

　
橘
地
区
が
長
年
望
ん
で
い
た
狸
沢

埋
立
地
に
、
野
球
場
一
面
の
造
成
を

実
施
し
た
い
。

　
こ
の
施
設
が
完
成
す
れ
ば
、
町
内

の
野
球
場
は
四
面
と
な
り
ま
す
。

　
嫁
婿
対
策
の
推
進

　
六
十
一
年
度
か
ら
専
門
係
を
設
け

て
、
地
道
な
が
ら
懸
命
な
対
応
を
続

け
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
新
た
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き

推
進
い
た
し
ま
す
。

③
克
雪
対
策
の
強
化

　
流
雪
溝
整
備
基
本
計
画
の
作
成

　
水
源
が
確
保
で
き
れ
ば
、
流
雪
溝

に
よ
る
対
応
も
、
極
め
て
有
効
な
こ

と
は
、
す
で
に
立
証
済
み
で
す
し
、

地
域
住
民
の
要
望
も
高
い
と
こ
ろ
で

す
。　
町
で
は
、
主
と
し
て
農
業
用
ダ
ム

に
そ
の
水
源
を
求
め
て
行
う
計
画
案

を
、
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
、
順
次
、
実

現
を
図
り
、
冬
季
道
路
の
確
保
を
は

か
り
た
い
。

　
雪
対
策
渓
流
モ
デ
ル
事
業
の
促
進

　
国
に
よ
る
雪
対
策
の
積
極
姿
勢
は

六
十
二
年
度
か
ら
い
く
つ
か
の
新
規

事
業
の
実
施
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
幸
い
、
全
国
五
地
区
の
中
に
、
県

下
第
一
号
と
し
て
採
択
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
路
線
の
拡
大

　
引
き
続
い
て
、
生
活
路
線
の
無
雪

化
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　
克
雪
住
宅
貸
付
の
対
象
拡
大

　
最
近
、
木
造
建
物
の
見
直
し
が
叫

ば
れ
、
木
造
耐
雪
タ
イ
プ
の
出
現
な

ど
も
あ
り
ま
す
が
、
適
用
範
囲
の
拡

大
を
図
る
所
存
で
す
。

④
生
活
環
境
及
び
福
祉
対
策

　
の
強
化

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
着
工

　
前
述
の
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と

併
設
し
て
、
二
か
年
継
続
事
業
で
完

成
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
水
道
水
源
の
恒
久
対
策

　
信
濃
川
発
電
所
水
路
ト
ン
ネ
ル
工

事
施
工
に
伴
う
代
替
え
水
源
の
確
保

に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
対
策
の
第
一

義
と
し
て
、
当
町
の
計
画
が
全
面
的

に
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
る
所
存
で

す
。
　
橘
簡
易
水
道
は
、
水
源
対
策
も
あ

り
、
上
水
と
結
合
、
合
併
し
て
管
理

運
営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
橘
地
区
農
村
集
落
排
水
の
住
民
意

　
向
調
査
実
施

　
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
橘
地
区
農

村
集
落
排
水
は
、
六
十
四
年
度
着
工

を
目
途
に
、
住
民
意
向
調
査
を
実
施

の
計
画
で
す
。

　
松
葉
荘
周
辺
観
光
開
発
の
着
工

　
さ
き
に
、
報
告
さ
れ
た
計
画
に
沿

っ
て
、
実
現
可
能
な
施
設
か
ら
、
順

次
着
工
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
開
発
は
、
リ
ゾ
ー
ト

構
想
の
中
で
、
再
び
検
討
の
必
要
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
な
か
ま
の
家
の
増
設

　
現
在
収
容
三
十
人
、
通
所
二
十
人

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
重
度
収
容

三
十
人
を
増
員
す
る
も
の
で
す
。

　
計
画
で
は
、
六
十
三
年
四
月
一
日

か
ら
増
員
の
予
定
で
す
。
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分担金及び負担金

　　　　　2．2鰯

　6，566万9千円

繰越金

使用料及び手数料

財産収入

寄附金

　　　　2．5彩

　7，719万円

入歳

／財税
撫感鱗

慧億細脇溺網隠

L交通安全対策
　特別交付金

　　　　　0，0％

　　　　50万円

’目動車取得税交付金

　　　　　　0，9％

　　　2，700万円

地方譲与税

　　　1．5％

　4，450万円

露襟驚翻
董㈱瀬5辮

麟㈱羅轍

　
叢
繍

　
鯉
灘
撃

霊
糠
諺
葉

　
　
徳

欝
財
　
撃

　
　
　
％

　
存
源
％

　
　
　
6

　
依
財

％0
　
　
円

Z4
　
万

　
oo
　
師
　
臆
　
1

出

議会費L8％
　5，451万3千円

地方交付税

歳

総務費
　　13，5％

4億663万6千円

　　　民生費
　　　　　　9，0彩

　　2億6，999万6千円

　　　衛生費8．3％

　　2億5，009万6千円

農林水産業費

　　　9．0％
＼2億7ρ35万7千円

　　　　　公債費
　　　　　　　12。7％

曝謂
　　歳　　　出

50億1，500万円

土木費
　　21．3％

6億4，286万9千円

教育費
　　12．5％

3億7，827万4千円

予備費0．5％

　　1，500万円

諸支出金0．1％

　　200万円
労働費0．0％

　　100万円

商工費3。1％

　9，479万9千万円
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三
月
二
十
六
日
、
会
期
の
前
半
に
委
員
会
付
託
と
な
っ
た
水
防
協
議
会

条
例
と
克
雪
住
宅
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
あ
と
、

十
三
人
の
議
員
か
ら
総
括
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
十
七
日
に
は
、
六
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
と
特
別
会
計
な
ど
九
つ

の
予
算
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
終
日
二
十
八
日
は
、
六
十
一
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
五

件
、
町
道
路
線
の
認
定
と
変
更
各
一
件
を
審
議
、
可
決
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
議
員
発
議
に
よ
る
議
会
関
係
条
例
、
規
則
の
改
正
と
売
上
税
反
対
、

暴
力
追
放
、
コ
メ
の
輸
入
反
対
な
ど
の
意
見
書
提
出
と
決
議
書
が
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
総
括
質
疑
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。
　
　
（
以
下
質
問
順
掲
載
）

生
産
組
織
の
育
成
強
化

　
上
村
広
治
議
員

①
農
業
生
産
組
織
の
育
成
強
化
と
農

業
機
械
使
用
年
数
を
延
ば
し
、
米
の

コ
ス
ト
減
を
は
か
る
施
策
を

②
企
業
誘
致
対
策
と
今
後
の
環
境
づ

く
り

0
税
制
改
革
と
今
後
の
対
応

④
農
業
用
ダ
ム
利
用
に
よ
る
流
雪
溝

整
備南

雲
町
長

①
今
年
か
ら
各
機
械
利
用
組
合
が
、

　
「
み
な
し
法
人
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
。
時
代
に
即
応
し
た
体
制
づ
く

り
を
確
信
し
て
い
る
。
町
は
、
で
き

る
限
り
お
手
伝
い
す
る
。

　
機
械
費
削
減
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
修
理
技
術
習
得
の
機
会
を
広
め
る

こ
と
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

②
安
い
土
地
と
豊
富
な
労
働
力
を
一

挙
に
提
供
す
る
こ
と
は
至
難
だ
。
め

ど
な
し
に
、
工
場
団
地
造
成
も
で
き

な
い
。
地
域
の
環
境
整
備
に
合
わ
せ

て
徐
々
に
整
備
し
て
ゆ
き
た
い
。

③
い
ま
の
税
制
改
正
分
を
、
町
の
当

初
予
算
に
は
算
定
し
て
い
な
い
。

　
上
村
税
務
課
長
住
民
税
、
た
ば

こ
消
費
税
、
電
気
税
の
減
収
分
は
、

利
子
割
交
付
金
と
売
上
譲
与
税
で
穴

埋
め
さ
れ
る
。
さ
ら
に
不
足
分
は
、

地
方
交
付
税
の
売
上
税
交
付
分
で
補

充
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

④
一
シ
ー
ズ
ン
五
回
の
雪
処
理
計
算

で
は
、
ミ
ニ
ダ
ム
の
必
要
は
な
い
。

機
械
処
理
、
消
パ
イ
、
流
雪
溝
な
ど

場
所
に
よ
っ
て
有
効
手
段
を
選
択
し

て
、
施
設
を
整
え
る
べ
き
だ
。
長
期

計
画
で
じ
っ
く
り
検
討
す
べ
き
項
目

で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

松葉荘調理場

大
型
店
進
出

小
林
寅
雄
議
員

0
国
の
暫
定
予
算
に
よ
る
町
財
政
の

影
響

②
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
対
す
る
町
の
位

置
づ
け

0
大
型
店
進
出
対
策

南
雲
町
長

①
普
通
交
付
税
第
一
期
分
交
付
と
補

助
金
関
係
内
示
は
、
時
期
的
に
影
響

は
な
い
と
考
え
る
。
公
共
事
業
費
は

予
定
さ
れ
る
計
上
額
か
ら
、
直
接
影

響
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
。

対
策

②
中
魚
沼
、
東
頸
城
を
含
ん
だ
妙
高

山
ろ
く
一
帯
を
区
域
と
し
た
構
想
で

進
ん
で
い
る
。
六
十
二
年
度
は
、
事

務
段
階
で
具
体
的
な
構
想
策
定
年
次

と
し
た
い
。
い
ま
ま
で
と
違
っ
た
観

点
か
ら
、
町
の
振
興
策
を
た
て
る
チ

ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
、
と
受
け
と
め

て
い
る
。

③
地
域
全
体
が
一
致
し
た
立
場
で
の

運
動
展
開
が
む
ず
か
し
い
。
今
年
二

月
あ
る
ス
ー
パ
ー
の
打
診
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
町
中
規
模
小
売
店
対

策
協
議
会
（
仮
称
）
を
、
新
年
度
早

々
発
足
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
建
設
の
位
置

登
坂
茂
議
員

①
保
健
セ
ン
タ
ー
、
活
性
化
セ
ン
タ

ー
建
設
位
置
の
問
題

②
嫁
、
婿
対
策

③
松
葉
荘
調
理
場
改
造
計
画
の
有
無

南
雲
町
長

①
こ
の
施
設
は
、
一
般
行
政
事
務
の

　
一
部
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
庁
舎

の
一
部
で
あ
る
と
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
当
初
か
ら
役
場
庁
舎
東
側

が
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
と
確
信

し
て
い
る
。

②
全
国
で
も
、
専
門
の
部
署
を
設
け

て
い
る
の
は
数
少
い
と
思
う
。
そ
れ

だ
け
に
、
こ
の
取
り
組
み
姿
勢
を
ご

理
解
賜
り
た
い
。

　
保
坂
教
育
次
長
嫁
、
婿
の
申
込

み
が
、
書
類
十
二
人
、
電
話
十
三
人

直
接
来
庁
五
人
、
計
三
十
人
あ
っ
た
。

　
志
向
会
と
い
う
組
織
が
で
き
た
。

二
十
二
人
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
も
組
ん

で
い
る
。
稲
刈
り
ッ
ア
ー
を
計
画
し

て
い
る
。

③
配
膳
（
ぜ
ん
）
室
の
ス
ペ
ー
ス
が

な
い
、
洗
い
場
が
リ
フ
ト
の
昇
降
口

か
ら
遠
い
な
ど
、
機
能
的
な
問
題
箇

所
が
あ
る
。
一
般
会
計
か
ら
多
額
な

繰
り
入
れ
を
し
て
い
る
現
在
、
具
体

的
な
計
画
は
な
い
。
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東
電
第
ニ
ル
ー
ト
計
画

　
戸
田
哲
次
議
員

①
東
京
電
力
送
電
線
第
ニ
ル
ー
ト
計

画
に
対
す
る
町
長
の
見
解

②
発
電
所
再
開
発
の
残
土
捨
場
（
新

町
新
田
）
、
橘
地
区
（
南
沢
～
北
沢
）

道
路
改
良
の
将
来
展
望
と
町
長
の
見

解　
南
雲
町
長

①
第
ニ
ル
ー
ト
は
、
半
分
ほ
ど
が
優

良
農
地
上
か
住
宅
附
近
を
通
る
。
む

ず
か
し
さ
が
予
測
さ
れ
る
。
将
来
の

町
発
展
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
十
二
分
に
考
え
て
対

処
し
た
い
。
と
く
に
、
公
害
関
係
、

環
境
破
壊
、
眺
望
問
題
な
ど
は
、
・
東

京
電
力
側
に
極
力
改
善
を
求
め
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
近
隣
市
町

村
と
協
調
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

②
仁
田
地
内
は
、
地
元
の
強
い
要
請

で
、
六
十
二
年
度
県
単
事
業
で
全
体

計
画
を
た
て
、
六
十
三
年
か
ら
工
事

に
か
か
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
残
土
の
出
る
時
期
と
県
予

算
の
付
き
ぐ
あ
い
で
、
う
ま
く
か
み

合
わ
せ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
思

）
つ
。

　
新
町
新
田
は
、
具
体
的
に
道
路
改

良
を
前
提
と
し
た
残
土
の
話
は
聞
い

て
い
な
い
。
町
の
対
応
は
出
来
て
い

な
い
。
特
種
改
良
第
一
種
事
業
導
入

は
、
非
常
に
む
ず
か
し
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

高
橋
長
夫
議
員

0
消
雪
パ
イ
プ
計
画
そ
の
後
の
状
況

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動

　
南
雲
町
長

①
管
内
消
パ
イ
布
設
は
四
十
五
年
か

ら
で
あ
る
。
国
県
道
井
戸
三
十
四
カ

所
、
九
、
二
八
八
メ
ー
ト
ル
。
町
道
二

十
三
井
戸
、
七
、
九
七
一
メ
ー
ト
ル
に

及
ん
で
い
る
。
・

　
最
近
、
地
下
水
の
低
下
が
目
立
っ

た
、

軽
自
動
車
一
台
購
入
の
予
定
。

男
子
雇
用
型
企
業
誘
致

　
桑
原
要
雄
議
員

①
過
疎
対
策
と
地
域
活
性
化
の
問
題

　
ア
男
子
雇
用
型
企
業
誘
致
の
重
要

　
性
と
今
後
の
見
通
し

　
イ
旧
高
倉
小
学
校
跡
地
の
利
用

②
国
庫
補
助
率
引
き
下
げ
に
よ
る
町

高倉国際村（61．11）

財
政
の
影
響

南
雲
町
長

①
ア
昭
和
四
十
五
年
工
場
誘
致
条
例

施
行
以
来
、
同
条
例
適
用
企
業
は
、

士
二
社
、
従
業
員
数
五
百
五
十
一
人

で
あ
る
。
う
ち
男
子
二
百
二
人
で
、

三
七
％
を
占
め
て
い
る
。

　
全
国
で
八
○
％
近
い
自
治
体
が
、

企
業
誘
致
に
懸
命
だ
。
特
別
な
努
力

と
熱
意
を
示
さ
な
い
と
む
ず
か
し
い
。

　
い
ま
真
剣
で
交
渉
中
の
三
社
の
実

現
を
は
か
り
た
い
と
、
祈
る
よ
う
な

気
持
ち
だ
。

　
イ
中
問
報
告
的
に
申
し
上
げ
て
い

た
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
問
題
は
、
そ
の
後

状
況
が
、
か
ん
ば
し
く
な
い
。

　
南
雲
助
役
　
国
際
村
の
方
か
ら
ぺ

ン
シ
ョ
ン
の
話
が
出
た
が
、
中
止
と

な
っ
た
。
二
月
十
四
日
国
際
村
総
会

に
出
席
し
た
ら
、
再
び
、
国
際
村
で

な
ん
と
か
考
え
て
み
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
将
来
を
含
め
て
、
も

う
少
し
に
つ
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

②
補
助
率
低
下
に
よ
る
減
収
分
は
、

交
付
税
措
置
を
伴
う
起
債
で
埋
め
合

わ
さ
れ
る
の
で
、
町
財
源
の
負
担
増

は
、
理
論
上
は
な
い
も
の
と
見
込
ん

で
い
る
。

　
須
藤
総
務
課
長
　
経
常
経
費
で
は

教
職
員
共
済
年
金
の
長
期
給
付
に
限

ら
れ
る
の
で
、
町
財
政
に
直
接
影
響

は
な
い
。
道
路
改
良
な
ど
投
資
的
経

費
は
、
引
き
下
げ
の
対
象
と
な
り
、

補
助
金
減
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
埋

め
合
わ
せ
は
、
臨
時
財
政
特
例
債
が

適
用
さ
れ
、
そ
の
元
利
償
還
金
全
額

が
地
方
交
付
税
基
準
財
政
需
要
額
に

算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

て
い
る
。
町
道
の
消
パ
イ
布
設
を
見

あ
わ
せ
て
い
る
。

　
本
年
の
計
画
三
八
八
メ
ー
ト
ル
は

水
源
が
別
に
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

②
事
業
団
発
足
当
時
十
五
人
だ
っ
た

会
員
が
五
十
三
人
に
伸
び
て
い
る
。

事
業
収
入
も
百
二
十
九
万
円
か
ら
、

二
百
九
十
八
万
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
川
西
事
務
所
の
予
算
は
、
七
百
七

十
一
万
円
（
前
年
比
五
〇
％
増
）
で

町
の
補
助
金
二
百
七
十
五
万
円
（
同

三
一
％
増
）
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま

ス
キ
ー
場
駐
車
場
造
成

　
平
野
正
義
議
員

①
売
上
税
導
入
に
対
す
る
町
長
の
考

え
方

②
角
万
寺
ス
キ
ー
場
駐
車
場
造
成

③
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
日
達
成
を

機
に
交
通
安
全
の
啓
も
う
を

　
南
雲
町
長

①
売
上
税
の
必
要
性
は
認
め
ざ
る
を

得
な
い
と
思
う
。
根
本
的
に
内
容
修

正
し
、
国
民
的
合
意
を
得
る
機
会
を

設
定
し
、
出
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
は
な
い
か
。
現
行
法
案
で
は
反
対

で
あ
る
。

②
駐
車
場
の
必
要
性
は
十
分
理
解
で

き
る
。
具
体
的
な
こ
と
は
、
管
理
組

合
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
た
ま
た
ま
町
内
で
事
故
は
な
か
っ

た
が
、
町
の
人
が
町
外
で
事
故
を
起

こ
し
た
り
、
事
故
の
犠
牲
者
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
正
月
早
々
、
飲

酒
運
転
で
連
続
逮
捕
さ
れ
た
事
例
も

あ
る
。
記
念
式
を
す
る
な
ど
形
式
的

な
こ
と
よ
り
も
、
こ
の
事
態
を
強
く

反
省
す
る
意
味
で
一
層
の
徹
底
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
須
藤
総
務
課
長
　
新
年
度
予
定
し

て
い
る
交
通
事
故
防
止
対
策
①
事
業

所
に
お
け
る
安
全
運
転
管
理
講
習
会

②
高
齢
者
の
交
通
安
全
教
育
③
交
通

指
導
員
と
安
全
協
会
会
員
に
よ
る
街

頭
指
導
④
交
通
安
全
帽
等
の
交
付

⑤
小
学
生
対
象
の
自
転
車
教
室
⑥
広

報
紙
や
お
知
ら
せ
版
で
交
通
安
全
呼

び
か
け
⑦
交
通
安
全
チ
ラ
シ
配
布

⑧
安
全
標
識
、
標
語
看
板
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
、
街
路
灯
の
整
備
、
充
実
。
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弁
天
橋
の
か
け
替
え

小
海
貞
一
一
議
員

　
干
発
放
水
路
に
か
か
る
つ
り
橋
弁

天
橋
か
け
替
え
の
見
通
し

南
雲
町
長

国
鉄
は
、
第
一
期
～
四
期
の
あ
と

処
理
は
、
き
わ
め
て
難
色
を
示
し
て

い
る
。
国
鉄
に
対
す
る
要
望
を
続
け

な
が
ら
、
一
方
で
、
建
設
省
に
対
し

て
堤
防
管
理
道
路
と
し
て
作
戦
を
ね

っ
て
い
る
。

　
な
ん
と
か
他
か
ら
の
助
成
方
法
は

な
い
か
、
模
索
中
で
あ
る
。

流
雪
溝
計
画
と
河
川
流
末

柄
沢
悌
一
一
議
員

流
雪
溝
水
源
を
既
設
の
農
業
用
ダ

ム
を
利
用
す
る
時
の
使
用
料
設
定
方

法
と
河
川
流
末
対
策

貯水量112万トンの川西ダム

南
雲
町
長

　
料
金
設
定
方
法
は
、
土
地
改
良
区

が
相
手
方
と
な
る
。
支
払
い
側
は
、

原
則
と
し
て
水
の
利
用
者
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
全
額
町
会
計
で
払
う
か

ど
う
か
研
究
の
余
地
が
あ
る
。
町
は

必
要
に
応
じ
て
助
成
す
る
の
が
、
最

も
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
流
末
対
策
は
、
上
流
よ
り
も
下
流

の
対
応
を
ま
ず
手
が
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
六
十
二
年
度
か
ら
新
た
な
事
業

雪
対
策
漢
流
モ
デ
ル
事
業
が
あ
る
。

こ
れ
を
も
っ
ぱ
ら
流
雪
溝
の
流
末
対

策
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
千
手
川
は
、
こ
の
事
業
と
国
鉄
の

水
路
ず
り
処
理
と
合
わ
せ
て
、
一
新

し
た
干
手
川
に
し
た
い
。

　
木
島
川
も
同
様
で
あ
る
。
千
手
川

の
方
が
先
行
す
る
予
定
だ
。

開発が進む山林（野口）

山
林
と
固
定
資
産
税

小
林
正
人
議
員

①
農
業
振
興
地
域
促
進
整
備
事
業
の

具
体
的
取
り
組
み

②
山
林
の
固
定
資
産
税

③
国
の
暫
定
予
算
編
成
に
よ
る
町
の

影
響

　
南
雲
町
長

①
こ
の
事
業
は
、
町
の
整
備
計
画
策

転
作
田
整
備
と
土
づ
く
り

　
根
津
健
治
郎
議
員

0
転
作
田
の
ほ
場
環
境
整
備
と
土
づ

く
り

②
嫁
・
婿
対
策

　
南
雲
町
長

①
畑
作
物
は
湿
害
を
嫌
う
。
重
粘
土

質
で
は
、
再
暗
き
ょ
排
水
が
必
要
と

思
う
。
土
地
改
良
事
業
の
団
体
営
、

県
単
、
町
単
事
業
で
取
り
組
ま
れ
て

は
と
思
っ
て
い
る
。

　
土
づ
く
り
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
有
機
質
、
特
に
完
熟
た
い
肥

が
不
可
決
で
あ
る
。
農
協
で
は
養
豚

場
た
い
肥
を
半
額
助
成
し
て
い
る
。

た
い
肥
セ
ン
タ
ー
建
設
は
、
近
い
将

来
、
実
現
に
向
け
て
進
み
た
い
。

②
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
こ
と
で

あ
る
。
担
当
係
と
い
え
ど
も
、
つ
っ

こ
ん
だ
問
題
も
提
供
で
き
な
い
。
志

向
会
が
結
成
さ
れ
た
。
か
な
り
の
前

進
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
る
。

　
発
電
工
事
の
残
土
を
利
用
し
て
千

手
川
付
近
に
、
住
宅
団
地
を
造
り
た

い
。
十
日
町
の
中
心
地
か
ら
五
分
で

割
安
な
土
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
町

の
活
性
化
、
人
口
対
策
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
百
七
十
世

帯
分
く
ら
い
は
出
来
る
は
ず
だ
。

定
か
ら
九
年
経
っ
た
。
六
十
一
、
六

十
二
年
で
、
同
計
画
に
「
地
域
資
源

　
の
有
効
利
用
及
び
修
理
・
保
全
に
関

す
る
計
画
」
と
「
森
林
の
整
備
そ
の

他
林
業
の
振
興
と
の
関
連
」
事
項
を

加
え
、
他
の
計
画
の
修
正
を
合
わ
せ

　
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
農
政
審
議
会
の
答
申
を
い
た
だ
く

の
が
今
秋
以
降
に
な
る
。
審
議
会
で

の
ご
協
議
を
期
待
し
て
い
る
。

②
町
の
面
積
七
、
四
一
六
ヘ
ク
タ
ー

　
ル
に
対
し
、
山
林
は
三
、
五
八
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
四
八
・
三
％
で
あ
る
。
固

定
資
産
税
六
十
二
年
度
見
込
み
は
、

六
千
四
百
五
十
七
万
二
千
円
に
対
し

て
山
林
は
五
百
八
十
七
万
円
、
九
・

　
一
％
で
あ
る
。

　
上
村
税
務
課
長
　
一
部
に
は
、
山

林
の
評
価
額
が
、
畑
よ
り
高
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
宅

地
か
農
地
介
在
の
山
林
で
あ
る
。
介

在
山
林
は
、
宅
地
や
農
地
の
評
価
額

に
比
準
し
て
評
価
す
る
よ
う
規
定
さ

れ
て
い
る
。

③
（
前
段
は
、
小
林
議
員
に
対
す
る

①
の
答
弁
と
同
内
容
に
つ
き
省
略
）

　
建
設
業
界
が
地
域
経
済
に
及
ぼ
す

影
響
も
大
き
い
。
県
単
や
町
の
事
業

も
、
極
力
、
早
期
発
注
を
考
え
て
い

る
。
特
に
、
県
に
対
し
て
は
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
。
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農
産
物
の
付
加
価
値

田
ロ
直
人
議
員

①
税
制
改
革
が
及
ぼ
す
町
民
の
く
ら

し
と
町
財
政
へ
の
影
響

②
核
店
舗
育
成
と
商
店
街
の
共
存
共

栄③
特
産
品
開
発
を
含
め
た
農
産
物
の

付
加
価
値
づ
く
り
の
方
策

南
雲
町
長

①
政
府
が
、
地
方
財
政
確
保
に
配
慮

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
町
財

政
の
影
響
は
、
さ
ほ
ど
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
町
民
の
平
均
的
な
生
活
が

苦
し
く
な
る
こ
と
は
、
観
念
論
と
し

て
も
考
え
ら
れ
る
。
商
店
の
売
上
げ

が
、
期
待
ど
お
り
伸
び
な
い
と
い
う

心
配
に
つ
な
が
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

る
。
間
接
的
に
税
収
入
が
落
ち
る
心

配
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
具
体
的
な
見
通
し
を
立
て
る
状
況

　に

な
い
。

②
よ
そ
の
結
果
で
は
、
大
型
店
進
出

を
阻
止
し
た
例
が
あ
ま
り
な
い
。
最

初
か
ら
阻
止
と
い
う
こ
と
が
い
い
の

か
ど
う
か
、
慎
重
に
作
戦
を
ね
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
私
と
し
て
は
、
機
先
を
制
し
て
、

こ
ち
ら
側
か
ら
核
店
舗
に
な
る
べ
き

共
同
店
舗
な
ど
を
建
設
す
べ
き
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て

い
る
。

③
転
作
々
物
に
対
処
す
る
だ
め
、
前

年
度
の
約
二
倍
の
予
算
を
計
上
し
、

総
合
的
に
農
業
生
産
力
を
ヵ
バ
ー
す

高
橋
弥
太
郎
さ
ん

全
国
町
村
議
会

　
　
議
長
会
表
彰
を
受
賞

　
町
議
会
議
員
高
橋
弥
太
郎
さ
ん
が

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
功
労
者

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
町
議
会
議
員
と
し

て
長
い
期
間
在
職
し
、
地
方
自
治
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
四
年
に

町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
建
設
社

会
、
総
務
文
教
の
各
委
員
長
な
ど
を

歴
任
。
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

高い野沢菜漬

ー
華
麟
璽
の

独
立
公
民
館
の
建
設

高
橋
弥
太
郎
議
員

①
独
立
公
民
館
の
建
設

②
移
動
役
場
の
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み

要
　
南
雲
町
長

需　
①
策
定
さ
れ
た
長
期
計
画
に
は
見
当

　
　
た
ら
な
い
事
項
だ
。
不
特
定
多
数
の

　
　
集
ま
る
施
設
に
、
冷
暖
房
は
常
識
に

な
っ
た
。
構
想
の
中
に
加
え
て
い
た

だ
い
て
も
よ
い
こ
ろ
だ
。
こ
れ
に
さ

き
が
け
て
橘
分
館
を
造
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

②
五
十
八
～
五
十
九
年
は
、
ひ
ん
ぱ

ん
に
や
っ
た
。
六
十
～
六
十
一
年
は

急
激
に
少
な
く
な
っ
た
。
六
十
一
年

は
、
山
野
田
公
民
館
一
か
所
だ
け
だ

　
っ
た
。

　
今
後
も
、
折
を
見
て
や
っ
て
ゆ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

る
よ
う
配
慮
し
た
。

　
市
場
へ
の
定
着
を
は
か
る
に
は
、

付
加
価
値
を
つ
け
た
加
工
食
品
へ
の

対
応
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
野
沢

菜
漬
、
た
ま
り
漬
、
し
そ
の
実
漬
な

ど
が
好
評
。
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー

物
産
展
へ
の
参
加
や
情
報
交
換
を
通

し
て
、
消
費
者
へ
浸
透
を
は
か
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
本
年
度
は
、
転
作
大
豆
の
生
産
に

対
応
し
た
み
そ
の
加
工
に
も
着
手
の

予
定
で
あ
る
。

暴力追放に関する決議
　平和で明るく住みよい町づくりは、川西町民の強い
願いである。

　しかしながら、最近県内においては警察及び関係団
体の努力にもかかわらず、暴力行為が続発の傾向にあ
ります。

　こうした状況のもとで町内においても暴力犯罪の発
生が十分予想され、町民に大きな不安と脅威を与えか
ねません。

　本議会は、いかなる暴力の存在も許さず、町民の生
命、身体、財産はもとより、明るい郷土の建設に積極
的に取り組む決意である。

　よって町民の平和で豊かな生活の確保と町発展を期
すため、関係機関と一体となって町民と共に総力をあ
げ、暴力追放運動を強力に推進するものである。

　以上、決議する。

昭和62年3月28日決議

川西町議会
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雪に強い生活基盤の整備を求めて

　
四
月
一
日
付
け
で
、
千
手
・
上
野

橘
地
区
（
山
地
の
一
部
を
除
く
）
が
、

都
市
計
画
区
域
と
し
て
、
県
知
事
か

ら
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
，
後
は
、
建
築
物
の
新
築
等
を
す

る
時
の
手
続
き
が
変
わ
っ
た
り
、
狭

い
道
路
に
面
し
て
、
建
物
を
建
築
す

る
場
合
な
ど
に
規
制
が
生
じ
ま
す
。

　
町
に
住
む
、
み
ん
な
の
幸
せ
を
考

え
て
、
限
ら
れ
た
土
地
の
利
用
計
画

を
定
め
、
農
林
業
と
の
健
全
な
調
和

を
図
り
つ
つ
、
計
画
的
に
道
路
や
公

園
な
ど
を
整
備
す
る
の
が
、
都
市
計

画
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

確
認
申
請
と
建
築
制
限

建
築
に
は
確
認
申
請
を

床
面
積
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
の
建
築
は
、
建
築
確
認
申
請

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
二

級
建
築
士
以
上
の
、
設
計
管
理
を
必
要
と
し
ま
す
。
確
認
申
請
の
手
続
は

図
1
の
と
お
り
で
す
。

道
路
と
境
界
線
は

　
都
市
計
画
区
域
で
は
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
を
、
道
路
と
い
い

ま
す
。
（
四
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
っ
て
も
、
県
が
指
定
し
た
道
路
も
含
む
）

そ
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
水
平
距
離
ニ
メ
ー
ト
ル
の
線
を
、
道
路
の
境
界

線
と
み
な
し
ま
す
。
建
物
や
門
な
ど
の
構
造
物
を
建
て
る
と
き
は
、
そ
の

境
界
線
ま
で
下
が
っ
て
建
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
図
2
）

　
た
だ
し
、
道
路
の
中
心
線
か
ら
水
平
距
離
ニ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
、
が
け

地
、
川
等
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
が
け
地
、
川
等
の
境
界
線
か
ら
水
平
距

離
で
四
メ
ー
ト
ル
の
線
を
、
道
路
境
界
線
と
み
な
し
ま
す
。
（
図
3
）

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
将
来
は
四
メ
ー
ト
ル
の
空
間
が
確
保
さ
れ
、
非
常

時
に
消
防
自
動
車
等
が
楽
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

建築確認申請の手続き

　　　　　　審査

図1

十
日
町
地
域
消
防
署

意同十
日
町
土
木
事
務
所

役
場
建
設
課

認
書
　
請
確
申

認
書
　
知
確
通

建
　
　
築
　
　
主

確言、忍

限
中
心
線

り希築建

建　物
道路境界線

路境界線
9

建　物1
建物 I

l
公
道
4鵠未満

建物

o

建物

公道
4肌以上

道路境界線

図2

道

建物

建築制限

　　　　4窺

図3

丁公道

熊
■
2肌未満

111
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建
物
敷
地
と
道
路

　
道
路
に
対
し
て
い
る
部
分
が
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
な
け
れ
ば
、
建
物
の
敷

地
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
（
図
4
）

敷
地
面
積
と
建
物
面
積

建
物
と
建
物
に
空
間
を
与
え
、
日
当
り
や
通
風
の
良
好
な
住
宅
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
、
建
ぺ
い
率
と
容
積
率
に
つ
い
て
、
制
限
が
あ
り
ま
す
。

（
図
5
）

土
地
の
取
引
規
制

土
地
売
買
等
の
届
出

　
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
土
地
売
買
等
の
届
出
義
務
が
、
区
域
指
定
に

よ
り
、
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

宅
地
造
成
の
許
可

　
乱
開
発
を
防
ぐ
た
め
、
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
三
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
、
宅
地
造
成
等
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
知
事
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
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　　都市計画区域の範囲
大字山野田の全部、大字上新井の全部、大字東善寺の全部、

大字友重の全部、大字高原田の全部、大字伊勢平治の全部、

大字弘道新田の全部、大字霜条の全部、大字鶴吉の全部、

大字宗正の全部、大字新町新田の全部、大字下平新田の全部、

大字小根岸の全部、大字三領の全部、大字木落の全部、

大字寺ケ崎の全部、大字上村新田の全部

大字沖立の一部、大字水口沢の一部、大字中屋敷の一部、

大字坪山の一部、大字上野の一部、大字仁田の一部、

大字野口の一部

未
来
に

国
ミ
，

■
馨
．
γ

、
　
F
＼
・

　
4

小
　
評
‘
ー

　　　　ミ、
　　　｛
農1■晦一

向
け
て

都
市
計
画

！
、
　
7

　
　
f
鐸
■

σ
尊
！

噺
「

　
酒
．

秦
メ
融
招

ま
　
構

　
㌔
略
”

編
｝
、
’

　
、
〆
揺

吉
。
㍉
●
、

　
噂
　
，
，

　
　
『
　
一
〇

髪
！
グ

9
ブ
罪
　
し

、
欝

　
0

蕊－
　
【
し

　
！

　
　
　
　
　
ド
ロ
じ
ド
く

　
　
　
　
　
獄
轟
／
留
〆
，
、
．
　
　
｛
π
　
、
融
、
r
』
馨

．
　
諦
嚇
，
　
羅
滋
曜
5
　
　
績
耀
．
穿

　
　
　
　
　
　
　
　
藻
叢
、
醸
、

　
　
　
　
　
　
　
蟹
霧
寒
爵
頚

　
　
　
　
　
　
　
」
．
諏
雑
麟
『
、

感
聾
麟
鞭
繋
撫
噸
鑛

　
都
市
計
画
区
域
の
指
定
に
よ
り
、

宅
地
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事
業
や

街
路
・
公
園
・
下
水
道
事
業
等
を
、

今
後
は
進
め
る
計
画
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
地
域
に
住
む

皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら

計
画
し
、
雪
に
強
い
生
活
基
盤
を
確

立
さ
せ
ま
す
。

　
都
市
計
画
は
、
未
来
の
町
づ
く
り

に
大
き
く
踏
み
出
す
「
ス
テ
ッ
プ
」

で
す
。

図4建物敷地の接道基準

敷地

　2m以上道路

　
　
　
7
0
　
積
内

　
　
　
面
以

嘩
姦

5
ぺ
　
建
n

図
建

敷地面積
　150坪の場合

容積率400％
建築面積75坪×8倍
建築延面積600坪

敷地面積
　150坪の場合
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中
央
集
権
政
策
に
あ
え
ぐ

　
川
西
町
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、

明
治
維
新
後
ま
も
な
く
、
自
由
民
権

を
訴
え
た
人
の
数
が
、
他
村
よ
り
圧

倒
的
に
多
い
。
そ
の
だ
れ
も
が
懇
望

し
て
、
国
会
の
開
設
に
奔
走
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
明
治
新
政
府
の
廃
藩
置
県
後
の
政

策
は
、
地
租
改
正
や
林
野
改
租
事
業

な
ど
、
す
べ
て
が
国
民
の
政
治
参
加

を
無
視
し
た
形
で
強
行
さ
れ
た
。
し

た
が
っ
て
、
農
民
の
期
待
を
、
全
国

的
に
裏
切
る
結
果
と
な
っ
た
。
憂
国

の
同
志
た
ち
が
手
を
結
ん
で
、
地
租

　
糞
、
灘
轍
駈
．

轟　灘

旧
国
道
沿
い
の
田
戸
部
落

難囎

　
　
　
　灘

（
62
・
3
）

改
正
の
緩
和
請
願
や
国
会
開
設
の
強

い
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
政
府
は
、
人
民
の
こ
う
し
た
動
き

を
し
ば
し
ば
弾
圧
し
た
。
一
方
で
、

住
民
が
地
方
自
治
に
参
加
す
る
必
要

を
認
め
て
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七

八
）
に
郡
区
町
村
編
成
法
を
含
む
三

新
法
を
公
布
し
た
。

　
し
か
し
、
町
村
が
行
政
区
と
し
て

の
責
任
を
持
つ
と
、
こ
ん
ど
は
、
公

立
学
校
費
や
学
務
委
員
の
給
料
を
町

村
費
で
支
弁
さ
せ
た
。
十
三
年
（
一

八
八
○
）
に
は
、
教
育
費
の
国
庫
補

助
金
も
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
。

　
せ
っ
か
く
誕
生
し
た
町
村
は
、
上

か
ら
押
さ
え
つ
け
る
大
区
小
区
制
の

も
と
で
、
官
僚
的
な
中
央
集
権
政
策

の
苛
酷
（
か
こ
く
）
さ
を
、
改
め
て

知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
主
権
在
民
へ
共
闘
の
輪

　
明
治
十
年
代
の
川
西
二
十
五
力
村

は
、
西
南
戦
争
後
の
混
乱
で
、
イ
ン

フ
レ
や
デ
フ
レ
が
不
規
則
に
激
化
し

た
。
米
、
繭
、
生
糸
な
ど
の
価
格
が

半
値
以
下
と
な
り
、
酒
、
た
ば
こ
、

菓
子
、
し
ょ
う
油
に
課
せ
ら
れ
た
税

金
に
難
渋
し
た
。

　
戸
長
役
場
で
は
、
村
費
の
支
出
を

可
能
な
か
ぎ
り
押
さ
え
る
こ
と
に
努

め
な
が
ら
、
学
区
制
の
改
正
に
合
わ

せ
て
学
校
統
合
を
積
極
的
に
推
進
し

た
。
医
療
や
衛
生
観
念
の
と
ぼ
し
い

中
で
、
赤
痢
や
チ
ブ
ス
、
コ
レ
ラ
な

ど
の
伝
染
病
対
策
に
も
多
額
の
出
費

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
世
相
下
で
、
板
垣
退
助

ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
民
選
議
院
設

立
の
建
白
が
支
持
さ
れ
、
国
会
の
開

設
を
要
求
す
る
全
国
的
な
民
衆
運
動

に
高
ま
っ
て
い
た
。

　
川
西
郷
で
も
、
住
民
の
難
儀
を
見

か
ね
た
村
の
顔
役
や
有
志
が
、
政
府

の
弾
圧
が
強
ま
る
中
で
こ
の
運
動
に

参
加
し
て
い
る
。
片
山
哲
や
浅
沼
稲

次
郎
が
畏
敬
（
い
け
い
）
し
た
星
名

久
司
（
伊
勢
平
治
）
と
江
口
恒
平
（
小

白
倉
）
が
、
労
働
組
合
運
動
に
投
獄

を
辞
さ
な
か
っ
た
よ
う
な
勇
気
で
、

共
闘
の
輪
を
着
実
に
広
げ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
固
い
決
意

で
国
会
開
設
運
動
に
奔
走
し
た
人
び

と
を
、
十
三
年
の
「
国
会
開
設
懇
望

同
志
者
連
名
簿
」
か
ら
拾
う
と
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

国
会
開
設
懇
望
の
同
志

押
木
良
平

太
刀
浦
順
造

田
中
政
治

増
田
弁
次
郎

高
橋
　
喜
平

高
野
佐
太
郎

川
崎
俊
平

越室室室小室田
ケ　　　白
沢島島島倉島戸

だ
ん
な
様

仙
田
校
長

わ
せ
だ

油
屋
い
り
中
村
お
や
け

木広小少前永田清南丸酒清南半高斎小斎大江中金小南押小高半登南登増登増
村川幡海原井口水雲山井水雲藤橋木林木野口条子林雲木林橋田坂雲坂田坂田
　　　　太　　　　　　　富　由藤政八　　伝　　　　　　善
則文藤八一庚丹荘　源軍甚太泰太一太十長秀重源辰良耕忠周四善佐広定周元
吉七蔵郎郎松蔵太晃吉平二郎三郎郎郎吉吉造郎治平作治吾蔵郎治善吉助平諾

仁仁仁鶴木木翻上魏魏赤高嚇晶盤拙朗拙高室遡赤室赤室
田田田序領落落田中町町敷町敷谷倉沢倉倉倉瀬瀬田田戸田倉島瀬田谷島谷島

局縮讐奔呂縮麟簾凝1蕪騒義鯨離藷羅騎罷礪
　　　　　さ　　さ　屋　屋　　たう　衛県け　屋　な　衛衛　　　　沢屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　門へ　　　　　様　 門

須
藤
茂
太
郎
仁

村
越
慶
蔵
野

野
沢
鉄
平
野

茂
野
改
蔵
藤

井
戸
塀
（
べ
い
）

　
仙
田
村
に
同
志
が
多
い
の
は

由
は
死
せ
ず
」
で
有
名
な
板
垣
退
助

が
、
田
戸
の
だ
ん
な
様
宅
で
、
有
志

に
民
選
議
院
の
設
立
を
説
い
た
か
ら

で
あ
る
。

　
大
物
政
治
家
板
垣
が
、
交
通
不
便

な
当
時
、
わ
ざ
わ
ざ
田
戸
ま
で
足
を

運
ん
だ
の
は
、
肝
胆
（
か
ん
た
ん
）

相
照
ら
し
た
押
木
良
平
の
友
情
に
応

え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
太
刀
浦
順
造
は
、
名
門
仙
田
小
学

校
（
室
島
）
の
二
代
目
校
長
で
あ
っ

た
。
当
局
の
弾
圧
で
一
時
は
そ
の
座

を
追
わ
れ
た
が
、
十
四
年
（
一
八
八

一
）
国
会
開
設
の
詔
勅
が
下
る
と
、

村
民
の
巻
き
か
え
し
が
効
を
奏
し
て

校
長
に
復
帰
し
て
い
る
。

　
教
育
の
か
た
わ
ら
自
由
民
権
を
説

い
た
太
刀
浦
の
思
想
が
、
立
憲
政
治

を
期
待
す
る
村
民
に
大
き
な
影
響
を

あ
た
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
同
志
四
十
五
人

の
う
ち
、
現
に
在
住
の
子
孫
は
わ
ず

か
十
四
人
に
過
ぎ
な
い
。
ム
ラ
に
君

臨
し
た
名
家
の
三
分
の
二
が
、
今
は

そ
の
面
影
も
な
い
。
う
た
か
た
の
人

の
世
に
「
井
戸
塀
」
の
先
人
た
ち
を

思
う
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
岩
瀬
　
金
子
幸
作
）

田
水
野
屋

口
藤
右
衛
門

口
堂
の
前

沢
　
う
え

の
先
人
た
ち

　
　
　
　
「
自
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．
蓄

　
　
　
親
子
二
世
帯
で
　
　
　
　
　
　
の
理
黙
い
っ
帰
．
て
も
い
い
も
一

　
　
　
　
　
読
む
広
報
　
毎
貝
私
た
ち
の
手
許
．
縛
ら
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
広
報
の
費
用
や
作
業
も
な
カ
な
渦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
谷
市
青
木
チ
ズ
子
さ
ん
　
か
大
変
な
こ
と
と
思
い
ま
す
．
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
谷
出
身
）
　
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
．
　
鄭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
だ
ま
だ
き
び
し
い
雪
の
中
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

磁
鞭
…
灘
　
　
　
礁
麓
・
，
　
　
　
態
、
行
き
ま
す
。
私
た
ち
以
上
に
な
つ
か
　
負
け
ず
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
　
　
　
出

　
　
　
、
轟
．
、
羅
灘
灘
嚢
繋
繕
　
　
　
　
　
　
暮
れ
に
は
、
合
併
三
十
周
年
記
念
　
　
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

い
り
も
広
報
を
お
送
り
い
た
だ
き
誌
も
墜
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
　
　
係
馨
　
　
縄
…

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
主
人
も
　
　
去
年
　
一
昨
年
と
お
盆
に
帰
り
踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

田
戸
出
身
で
す
の
で
、
二
人
で
な
つ
　
り
の
輪
に
入
っ
て
、
心
ゆ
く
ま
で
楽
　
　
　
皆
さ
ん
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て

か
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
　
し
ん
で
来
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
…●㌧’…　90…　　’●9づ9

さいの神とナイヤガラ

角万寺スキー場で

　
ふ
れ
あ

京
中
仙
田

十
七
人
を

を
開
き
ま

　
七
日
夕

き箋蔓葡◎轍薩諦鰐碁

ふ
れ
こ
蓬

　10年前鷹醜撫馨羅撫紙⑳綴磯灘み欄表紙に

r1Q集後ぽ邊鱒懸灘一・・蹴謹毯驚．購⑱面

積嶽馨⑳擬園鎌撮載繊轍熟懸i雛．

麹舘懸経過灘轟欝．果灘麟嚢欝の灘愚癒
数憧薫変お搬羅瀞．羅翔董團魏霧難調獄難み
ましだ。　（）ぽ騒盤集讐欝醗数億．

●町の面積…・……

●62年度当初予算・

●同1人当り税額・
●町民税均等割・一

●人ロ…・…………

●・・・・・・…　　74．16k㎡　　　（74．16）

…・・3，015百万円　（1，580）

………56，278円（23，318）

……一1，500円　　（700）
……・…・9，429人（10，314）

●有権者数…………………69994人

●61年中に生まれた人………100人
●61年中に亡くなった人……・・79人

●小学校児童数………一…・792人

●中学校児童数……・………・441人

●川西高校生徒数……………530人

●町道の長さ…・…………・…・232㎞

●同舗装の長さ…………・……・91㎞

●同消雪パイプの長さ………・8．0㎞

●世帯数一………一…・2，285世帯
●農家戸数…………・…一・・1，530戸

●水道普及率…………一…94．3％

（7，403）

（143）

（117）

（927）

（479）

（457）

（231）

　（42）

（1．5）

（2，348）

（1，642）

（79．0）

●幼稚園保育料（年）一…108，000円（60，000）

●町営住宅…・………・……・・…42戸

●戸籍謄抄本手数料…………300円

●乗用車の数………………1，592台

●T　V設置契約件数……一2，216

●電話の数…………………2り567台

　（43）

（200）

（1，091）

（2，126）

（1，912）

●米出荷数…・・……・・……68，000俵　（55，774）

　　　　　　　　れi●蕪者米価（60kg）0●…●01亀905円（1鰍3）
　　　　　　　　　　●消費者米価（10kg普）・……3，920円　　（2，770）
離鯵1議簸あi．＋日町一新潟汽輯．．．．．．．1，8。。円（9・。）
、　　○

松
葉
荘
わ
き
の
特

袴蠣の鍵i・魯行料金（…キ・まで）・…7・・円

纏懸難i：闘濫∵∵∋lll閏
摺潜いでi：灘塞募：：：』』ll：糊
ト四東　　　　　．

設
ス
テ
ー
ジ
で
の
芸
能
、
さ
い
の
神

な
ど
の
小
正
月
行
事
や
、
田
舎
料
理

を
た
ん
の
う
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
角
万
寺
ス
キ
ー
場
で
、

も
ち
つ
き
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
雪
と
の
“
ふ
れ
あ
い
”
を
楽
し

み
ま
し
た
。

●ハガキー…・…………………40円
●定形封書………・・………・…・60円

●紳士調髪代・……………・・2，600円

●ガソリン（召）……・…・……・・125円

●石油（4）・……・………・・……・48円

●新聞代（月）・………一…・・2，100円

●牛乳（200CG）……・………一80円

●定期の利息（1か年）………3．49％

●中華ソバ………・・…………350円

●タバコ（セブンスター）…一220円
●パチンコの玉（100円）・…・…・25個

（400）

（960）

（195）

（8，000）

（4，000）

　（20）

　（50）

（1，600）

（125）

　（42）

（1，300）

　（55）

（6．75）

（220）

（150）

　（35）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：①レバー（348人）

　　　二　　『：　　　　　　　　　　　　　　　　　i②ピーマン（238人）

　　　　　　　　　　　　　　7ルーツポンチi③豆乳（229人）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　米食を中心としたr日本型食生活
　仙田学校給食共同調理場と町米消1》どんなごはんが好きですか。　iの再認識」が叫ばれています。米の

費拡大推進協議会では、昨年10月に：・まぜごはん　49．5％　　　　　：消費拡大を推進する中で、文部省は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ町内各小・中学校の児童生徒（6校：・白いごはん　49．2％　　　　　：米飯学校給食を週3回程度実施する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ1，179人）に学校給食や、し好につ1》給食で好きな料理は。　　　　　1ことを目標として、市町村に働きか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いてのアンケート調査をしました・i①フルーツポンチ（470人）　　iけています・

　この調査では、8項目程の質問がi②コーンスープ（312人）　　　1町の各学校では、週3回の米飯給

ありました。質問と全体の集計結果：③焼きそば（262人）　　　　　1食を実施しています。それを週4回

は、次のとおりです。　　　　　　：1〉給食できらいな料理は。　　　1実施となると、パン製造業者との問
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

》ごはん給食とパン給食では、どち1①煮　魚（342人）　　　　　　　：題、食費の値上がりなどや、調理場
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　らのほうが食事がすすみますか。：②豚肉とパインの揚げ煮（317人）：施設設備等さまざまな問題が発生し
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

・ごはん給食　61．2％　　　　　　：③金時豆甘煮（310人）　　　　　1てきます。
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ
・パン給食　　37．7％　　　　　　l　l〉好きな食品は。　　　　　　　　：　米の消費拡大のためには、学校が
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
》パンをのこしますか。　　　　　：①液体ヨーグルト（514人）　　　1米飯給食の回数をふやすだけでは、

・のこさない　66．9％　　　　i②メロン（295人）　　　　　i実効は上がりません。やはり、各家
・ときどきのこす　23．2％　　　i③ハンバーグ（259人）　　　　1庭や地域で日本食のよさを見つめ直

・毎日のこす　8．9％　　　　　i》きらいな食品は。　　　　　iすことではないでしょうか。

川
西
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

こ
れ
ぞ
描
“
綱
口
黍
一

　
三
月
十
日
の
「
お
知
ら
せ
版
」
に
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
ま
つ
わ
る
「
フ
ラ

イ
デ
ー
」
の
記
事
を
転
載
し
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
川
西
町
が
、
日
本
一
う
ま
い
米
の
産
地
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
話
を

当
時
の
農
政
担
当
者
須
藤
総
務
課
長
か
ら
、
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

讐

横
綱
北
の
湖
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

贈
る
清
水
農
協
組
合
長

（
53
年
名
古
屋
場
所
）

　
こ
と
の
お
こ
り

　
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、

昭
和
五
十
二
年
に
食
管
法
が
改
正
さ

れ
、
自
主
流
通
米
や
、
米
が
贈
答
品

に
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
、
米
の
消
費
拡
大
を
ね

ら
っ
て
、
大
相
撲
の
優
勝
力
士
に
、

日
本
一
う
ま
い
米
二
十
俵
（
千
二
百

キ
ロ
）
を
賞
品
に
贈
る
こ
と
を
決
め

た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
最
初
に
贈
る
米
は
、
ど

こ
産
が
よ
い
か
と
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
わ
が
川
西
町
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
選
ば
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
賞
を
受
け
た
ご
縁
で

川
西
ダ
ム
の
地
固
め
式
（
昭
五
三
・

八
）
に
横
綱
北
の
湖
を
招
き
得
た
の

で
あ
り
ま
す
。

　
な
ぜ
、
川
西
米
が
日
本
一
か
？

　
日
本
一
の
う
ま
い
米
と
な
れ
ば
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
が
サ
サ
ニ
シ
キ
の
兄
貴

分
で
あ
る
こ
と
は
、
市
場
価
格
が
証

明
し
て
い
ま
す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
な

れ
ば
、
全
国
広
し
と
い
え
ど
も
新
潟

米
が
筆
頭
と
な
り
ま
す
。

　
新
潟
県
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
な
れ

ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
日
較
差
が

大
き
く
、
良
質
米
の
産
地
で
あ
る
魚

沼
産
と
な
り
ま
す
。
中
で
も
、
長
年

新
潟
県
一
の
上
位
等
級
率
を
誇
る
川

西
産
の
も
の
と
な
り
、
つ
い
に
、
川

西
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
日
本
一
の

良
質
米
で
う
ま
い
米
と
な
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

稲
は
日
較
差
の
あ
る
こ
と
と
、
朝

日
が
大
好
き

　
日
較
差
と
い
う
の
は
、
一
日
に
お

け
る
気
温
差
の
こ
と
で
す
。
つ
ま
り

「
東
向
き
で
朝
日
を
受
け
て
、
日
中

の
気
温
が
上
が
り
、
稲
が
旺
盛
な
炭

素
同
化
作
用
を
営
み
、
夜
の
冷
え
と

と
も
に
、
こ
れ
を
無
駄
な
く
米
粒
に

運
び
込
む
（
転
流
と
い
う
）
こ
と
に

よ
っ
て
、
十
分
に
充
実
し
た
う
ま
い

米
が
で
き
る
の
だ
」
と
、
元
新
潟
大

学
の
木
戸
一
二
夫
教
授
（
農
学
博
士
）

は
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
わ
が
川
西
町
は
、
水
も
豊
富
で
、

正
に
こ
の
自
然
が
備
わ
っ
て
い
る
米

作
の
適
地
な
の
で
あ
り
ま
す
。
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町
の
木
ブ
ナ
も
嵩
り

　
　
　
　
　
　
　
　
、
へ

緑
地
環
境
保
窪
地
厩

　
　
　
　
　
　
　
く
〃
，
〆

　
　
　
　
　
県
か
ら
指
窟
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

霊　
　
　
し

　
　
、

　
四
月
一
日
、
長
安
寺
（
元
町
・
馬

場
光
雄
住
職
）
の
ブ
ナ
林
が
、
県
か

ら
緑
地
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
指
定
を
受
け
た
面
積
五
・
二

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
内
は
、
伐
採
や

開
発
な
ど
の
人
的
行
為
を
す
る
こ
と

が
規
制
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

所
有
者
の
協
力
的
な
同
意
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

進
、

そ
し
て
、
自
然
林
と
し
て
長
く
保
全

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
春
の
息
吹
き
を
伝
え
る

あ
の
ブ
ナ
若
葉
が
、
人
び
と
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
近
く
県
の
事
業
で
、
同
地
内
に
、

幅
員
一
メ
ー
ト
ル
、
延
長
三
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
巡
視
歩
道
が
造
ら
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

指定されたブナの自然林（61．9）

ブ
ナ
林
の
特
質

　
こ
の
ブ
ナ
林
は
、
ユ
キ
ッ
バ
キ
、

エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
、
ヒ
メ
ア
オ
キ
な
ど

を
含
む
典
型
的
な
日
本
海
型
ブ
ナ
林

で
あ
り
、
自
然
林
の
状
態
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
県
囚
で
も
ブ
ナ
の
自
然

、
き
　
・

（以下資料提供：十日町理科教育センター）

ユキツバキ（ツバキ科）

　ブナやコナラなどの林の中に多
く見られる常緑の低木。幹は下か

らよく枝分かれし、高さ1～2m
になる。葉は、だ円形でかたく、つ

やがある。春先、枝の先に赤い花
をつける。日本海側の多雪地に見
られる。

・
§
　
・

林
は
、
極
め
て
ま
れ
に
し
か
残
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
地
域
の
ブ
ナ
林
は
、
県
内
の

ブ
ナ
ク
ラ
ス
と
し
て
は
、
珍
し
く
低

い
地
域
（
海
抜
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
未

満
）
の
自
然
植
生
と
し
て
、
ま
た
、

魚
沼
地
方
の
低
地
の
原
植
生
を
示
す

エゾユズリハ（トウダイグサ科）

　山地に生える常緑の低木で、高

さ2m前後になる。根元で枝分か
れして地面をはい、その後立ち上
がる。ユズリハの変種とみられ、

日本海側から北方にかけての深雪
地帯に分布している。雪にたえて
いけるように環境に適応している
ことがうかがわれる。

残
存
林
と
し
て
学
術
上
貴
重
で
あ
り
．
∞
∞

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
集
落
地
周
辺
で
自
然
植

生
が
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
現

在
、
特
に
良
好
な
自
然
環
境
を
維
持

し
て
い
る
樹
林
地
と
し
て
、
極
め
て

貴
重
で
あ
り
ま
す
。

ヒメアオキ（ミズキ科）

　ブナやスギの林の中などによく

見られる常緑の低木。葉や幹はこ

い緑色で、高さ1～2mになる。

5月ごろ、茎の先にかっ色の小さ
な花をつける。実は秋に熟し赤く

なる。ヒメアオキは日本海側に見
られる種類で、太平洋側のものは
「アオキ」という。
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””1川”

回卒業証書授与式西中第

　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
5

【
千
手
地
区
】

／
男
女
四
婁

富田田高高数黒蔵春渡宮中田清小小小貴五星星野中高高清清佐
井村村橋橋藤嶋品日邊澤村村水林海海田十名名上村橋橋水水藤
克正利大英光征光敏裕和和容麻善葉讐董塁重裕憲　真
也和一和昭一宏寿幸美代代子貴子子子子香誠幸行潤一修亨功一
　　　　　　　　　　ハ論藏濡爺簸題蕪遡鐸麟薙麟鷹轟華
）　）　）　））　）　）　）　）　）　＿＿一』・　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）
　　　　　　　　　　ロ栄鶴中伊中発伊霜神鶴山坪鶴学神木木学沖沖沖中坪伊坪葬木木
町吉爵友罐友条蒔覇山吉翻島講立立講山友曜島島
　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　　　西　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西

星
名
康
弘

星
名
義
光

相
崎
将
子

小
林
千
津
子

星廣南瀧小
名田雲澤林

香聡典実紀
織美子花子

丸
山
か
お
り

水
品
知
美

川
崎
郷
士

小
林
真
一

茂
野
勝
彦

数
藤
久
晴

高
橋
　
　
真

高
橋
洋
一

田
中
　
　
学

羽
鳥
貴
成

平
野
　
正
己
（
宙
茨
郎
）
四
郎
兼

岡
崎
　
絵
里
（
邦
彦
）
学
校
町

風
間
恵
利
子
（
勝
）
中
屋
敷

高
橋
か
お
り
（
重
光
）
栄
　
町

高
橋
　
路
子
（
昭
二
）
学
校
町

高
橋
　
身
奈
（
宇
平
）
坪
　
山

田
村
　
房
子
（
守
平
）
鶴
　
吉

星
名
　
和
美
（
一
好
）
伊
　
友

櫃
間
　
　
慈
（
公
男
）
伊
友

柳
未
樹
（
信
一
）
学
校
町

（
静
子
）
沖
立

（
義
則
）
学
校
町

（
甚
平
）
沖
立

（
正
男
）
中
屋
敷

（
昭
一
）
山
野
田

（
実
）
栄
町

（
利
夫
）
中
屋
敷

（
規
）
沖
立

（
洋
子
）
伊
友

（
幸
吉
）
木
島

（
幸
一
）
中
屋
敷

（
正
夫
）
中
島
町

（
利
春
）
栄
町

（
守
）
中
屋
敷

（
光
男
）
沖
立

（寅
義
）
発
電
所
通
り
東

（
芳
造
）
伊
友

（
勝
弘
）
発
電
所
通
り
西

（
寛
平
）
伊
友

【
上
野
地
区
】

／
男
女
8
婁

若星星高青丸川押樋仲清押柳丸松上上秦澤佐押
山名名橋木山崎木口嶋水木　山澤村村野口藤木
　マ　　美
攣籍馨弦蕎浩摯泉善勤輪攣護蝶歯壁
ハハハハハハハハハハハハハハハハハハノヘハハ騨難保明勇墾勉酷墜麟畢葉麟進琶
））　））　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　））　）　）　）

新上元三上上上元上上下元元上上上上上下上元
町　　　　　　　　　 平　　　　　　　 平
新野町領野野野町野野新町町野野野野野新野町
田　　　　　　　　　　　田　　　　　　　　 田

青
木
美
保
子

高
橋
麻
子

星
名
和
江

星
名
マ
ナ
美

若
山
優
子

渡
邊

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田

美
恵
（
日
出
夫
）
新
町
新
田
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卒
業
証
書
を
手
に

退
場
す
る
卒
業
生

校
　
　
歌

　
　
　
辮
調
堀
澱
爽
学

　
　
　
維
麟
圃
雛
久
麿

一
、
越
の
妻
蒋
蕊
名
蕎
高
縢

　
文
化
の
誇
鰻
　
受
縫
蒙
鱒
鰺

　
惹
気
親
犠
願
　
お
が
購
縷

　
鯛
圓
の
繊
代
蓬
　
無
懸
籔
選

　
お
羅
慈
ぽ
父
橿
の
盤
薮
継
麟
縫

　
矧
繭
麟
縫
　
学
麟
書

叢
．
滋
鱒
段
鑑
　
慈
灘
鱒
難
懸

　
　
驚
謙
風
お
蓬
巻
　
蓬
の
風
墨

　
　
表
儀
濃
矧
鋸
瀦
購

　
　
嚢
ぽ
鞭
鑛
慈
懸
饗
は
銀

　
　
灘
灘
幽
麟
　
鶴
鰭
の
羅
灘

　
　
節
黒
城
鐡
霞
叢
強

鑑
．
溝
騨
環
鏡
嚢
羅
霧
の

　
　
郷
叢
鐙
醗
饗
懸

　
　
鱒
薮
擬
灘
鯵
漢

　
　
繍
僅
鞭
灘
懸
懇

　
　
幾
嚢
縷
繊
嚢
態

　
　
爾
灘
簾
鰺
　
霧
蓬
編
藩
滋

身
蔭
饗
醗
蒸

激
羅
欝
藻
醸

人
灘
懸
鍛

働
繍
難

【
橘

地
区
】

！
男
女
π
ジ

滋山星池水相井村村村丸丸星羽春山丸藤野相須滋岩
野家野竹落馬口越越越山山野鳥日口山原澤馬藤野坂久
＿
　
　
　
　 奈　　　　＿　真恵
美又広英悦早穂政一昭正局和由美　　　　光幸敏秀
子良幸人子苗子貴仁彦洋之彦美子隆学浩輝雄之昭哲

蘇轟垂寿罐馨垂難擁舞塁擁
　　　　　　　レ　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　レ
野木野原仁木仁野野野原根野木仁仁野仁仁木下野野

口落口田田落田口口口田深口落田田口田田落原口口

【
仙
田
地
区
】

ノ
男
女
M
》

田金小小高小田川
村子川川橋林中崎
　　　　　希
秀紀澄世宏進和仁幸明子美志一
一一一一一釜一一
塾難辞匙
　　　　　）赤岩岩赤赤中岩室
　　　　　仙
谷瀬瀬谷谷田瀬島

片
桐
ル
ミ
子
（
時
夫
）
大
白
倉

高
橋
美
津
子
（
克
栄
）
田
　
戸

中
村
香
織
（
年
廣
）
大
白
倉

南
雲
　
知
美
（
宗
夫
）
中
仙
田

小
林
利
明
（
正
幸
）
中
仙
田

斎
喜
　
　
仁
（
春
繁
）
室
　
島

高
橋
　
文
夫
（
福
蔵
）
室
　
島

高
橋
　
良
雄
（
周
平
）
赤
　
谷

田
中
幹
夫
（
正
信
）
小
白
倉

南
雲
利
光
（
博
）
中
仙
田

増
田
　
直
樹
（
博
史
）
室
島

引
間
　
義
彦
（
光
雄
）
中
仙
田

小
林
桂
子
（
文
夫
）
中
仙
田

佐
藤
み
ゆ
き
（
一
徳
）
小
　
脇

高
橋
　
弘
美
（
直
孝
）
赤
　
谷
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⑳⑦㊦、

霞

イ亭電の　、
　　由突oり’せ

4月22日（水）午前8時～正午

　野口の一部

4月24日（金）午前8時～正午

　中仙田の一部。赤谷、岩瀬
嚢大倉、大白倉、拍倉の全鞭

禦，鴛囎午後1時半～5日寺1

醗
嗣
、

心配ごと相談
4月15日（水）克雪センター

　　22日（水）総合センター

　　28日（火）　〃

5月6日（水）上野コミ・センター

　　13日（水）橘公民館

※時間は午後1時～3時です。

ビ……出稼ぎ者の……一一
＝

　
じ

三一……一…一皆さんヘー一

　出稼ぎから帰られた方で、雇

用保険特例受給者は、役場で次

の書類を受け取ってから、安定

所へお出かけください。

①雇用保険被保険者離職票

②被保険者証

③求職票補助紙

④出稼労働者台帳

⑤出稼労働者手帳

⑥印鑑

⑦払渡希望金融機関鑛届

　安定所には

　毎週月曜日～金曜日の午後1

時にお出ください。

　十日町市下川原町43

十日町公共職業安定所

　　岱57＿2407

n　n
　　●

　
　
　
・
｛
。

ん
ロ
　
　
　
　
じ
レ
の
ド

　
　
幽
掬
．

｝
、

　
　
　
　
　
，
．
．
詰
記

　
　
　
ぴ

　
ト
　
　
　
　
づ
ロ

　
　
　
　
　
Q
O
O

　
、
踵
　
n

劃
、躍
籍

愈
艦

　
　
　
　
　
嬰

　
ハ
、
ツ

ハ
訂
。
竃
　
剛

　
！
俘
』

　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
価

交通安全年間スローガン

　　　（昭和62年）

県のスローガン
　県ぐるみ　大きな輪になれ

　　　　　　交通安全
全国のスローガン
　運転者（同乗者を含む）向け

　乗る人に　ベルトすすめる

　　　　　　　　　思いやり

　歩行者・自転車乗用者向け

　安全を　いっも心に

　　　　　　　ふむペダル

子ども向け

　rとび出すな」

　ぼくたちみんなの　合言葉

　　移動交通事故相談

　5月11日（月）

　十日町市役所
　受付は午前10時～2時です。

イ、くしわんきん

有利で便利な

度制納ル月u

　
　
　
　
　
　
“
U

　
加
入
者
の
便
宜
を
図
る
意
味
で
、

国
民
年
金
保
険
料
を
、
一
年
間
前
納

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
前
納
の
場
合
は
、
年
五
分
五
厘
の

割
引
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
納
め
る
手

数
も
は
ぶ
け
て
便
利
で
す
。
住
民
係

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
四
月
か
ら
一
年
分
の
保
険
料

を
前
納
し
た
場
合
、
次
表
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

納付区分

保料
種別

毎月納付の
場　　　合
　（A）

前納の場合

　（B）

割引額

（A－B）

定　額

保険料

7，姐）円×12月

＝88，800円
86，660円 2，140円

付　加

保険料

400円×12月

＝4，800円
4，680円 120円

　　　一　　　　　：9：帯　　　　　　　　　　　●　●　6　●曜嘔9●●●●●●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■●●●ロ●●
嚇●●●●●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●■●●●　o　o●・●
℃■』●●69　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●9●●●●●●●●．
●●O●O●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●0●
●●●●●●●●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●09●●●o●●●
　．●●●●●●●●9●O　D■　●6　　　　　　●●●o■●o●●●・
　9●0●●●■　●　●O●　9　●　9●●O●●●●●●●0●●●O
　　、●●●●o●●．●oのo　o●●●o●o●●●●o●r9　　・　．o■●　●　●●　●　o　●　●　●　9●　09　●●　o　o　66　●
　　　　笥●●●o●●●●，●●●．9・．o、●　　　　．　・●●●●　09●●　の■　●　●0，

　　現況届をお忘れなく…・・

　
現
況
届
の
提
出

　
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

五
月
中
に
国
民
年
金
受
給
者
現
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
社

会
保
険
事
務
所
で
支
給
判
断
が
で
き

な
い
た
め
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時

差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。
大
切
な
年

金
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
現
況
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
母

子
年
金
加
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
人

で
、
診
断
書
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
、
五
月
中
の
診
断
書
を
現

況
届
と
一
緒
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
し
な
く
と
も
よ
い
人

・
年
金
が
全
部
停
止
に
な
っ
て
い
る

　
人・
裁
定
に
な
っ
て
か
ら
一
年
経
た
な

　
い
人

・
支
給
停
止
が
解
除
に
な
っ
て
か
ら

　
一
年
経
た
な
い
人
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出息
善囹

一
般
寄
付

高
塚
正
（
仁
田
）

（
敬
称
略
）

　
　
三
万
円

車
い
す
一
台

幽
広
報
発
行
に

村
越
富
雄
（
足
立
区
）

囹
社
会
福
祉
協
議
会
に

南
雲
エ
イ
（
四
郎
兼
）

田
口
義
夫
（
木
落
）

長
谷
川
雅
宏
（
小
根
岸
）

喜
多
信
一
（
東
善
寺
）

水
品
正
一
郎
（
三
領
）

五
千
円

三
万
円

三
万
円

三
万
円

三
万
円

五
万
円

川
西
町
史
（
通
史
編
）

　
　
刊
行
遅
れ
の
お
わ
び

三
月
末
日
刊
行
予
定
が
、
校
正
や

印
刷
作
業
に
予
想
外
の
時
間
が
か
か

り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
後
世
に
悔
い
を
残
さ
な
い
た
め
、

内
容
に
念
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
ご

了
承
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
五
月
末
日
刊
行
の
予
定
で
す
。
し

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

退
　
職
三
月
三
十
一
日
付

　
　
保
坂
　
国
夫
（
教
育
次
長
）

　
　
高
橋
　
己
一
（
建
設
課
長
）

　
　
和
田
　
ヨ
リ
（
保
健
係
長
）

　
　
丸
山
み
つ
子
（
看
護
婦
）

　
　
小
川
　
　
良
（
用
務
員
）

　
　
小
林
マ
ッ
ノ
（
同
　
　
）

採
用
四
月
一
日
付

　
　
増
田
　
敬
子
（
保
健
婦
）

　
　
相
崎
　
和
子
（
看
護
婦
）

　
　
高
橋
　
正
樹
（
事
務
吏
員
）

つノ

イ
・

ラ
ブ
・
グ
り
　
　
ン

　
　
　
（
緑
の
羽
根
募
金
に
ご
協
力
を
）

上野小緑の少年団（61・4）

森
林
浴
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
り
、

空
気
や
水
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
た
り
、

野
生
の
鳥
や
動
物
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
り
。

緑
の
は
た
ら
き
は
、

私
た
ち
の
潤
い
あ
る
生
活
シ
ー
ン
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
5
月
31
日
ま
で
、
春
の
緑
化
強
調
期
間
で
す
。

野
山
や
ご
家
庭
に
花
や
木
を
植
え
ま
し
ょ
う
。

緑
の
羽
根
募
金
に
も
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
若
い
衆
の
集
ま
り
「
志
向
会
」
が

今
年
一
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
と
こ
ろ
会
員
は
二
十
二
名
。

　
こ
の
志
向
会
の
会
則
に
よ
れ
ば
、

「
イ
ベ
ン
ト
の
立
案
と
実
施
」
　
「
町

お
こ
し
事
業
の
立
案
と
実
施
」
　
「
集

会
へ
の
積
極
的
参
加
」
な
ど
で
あ
り

を募集してし

　
本
紙
「
よ
う
こ
そ
川
西
町
へ
」
で

県
外
か
ら
嫁
い
で
き
た
人
た
ち
を
紹

介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た

だ
い
た
方
々
が
、
三
月
中
旬
に
集
ま

っ
て
、
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
生
ま
れ
故
郷
を
離
れ

ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
守
り
、
活
気
あ

る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
現
在
、
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
「
春
の
交
流
会
」
　
「
稲
刈

り
ツ
ア
ー
」
を
や
っ
て
、
都
会
や
他

の
地
域
の
若
者
と
の
交
流
を
や
り
た

い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
報
「
ザ
・
志
向
会
」
も

発
行
し
、
会
員
間
の
情
報
交
換
を
進

め
て
い
ま
す
。

「ようこそ川西町へ」の集まり（3・14）

て
、
町
の
住
民
と
な
っ
た
人
た
ち
の

会
を
結
成
し
て
は
ど
う
か
。
と
い
う

よ
う
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
な
か

な
か
家
庭
を
も
っ
て
お
ら
れ
て
、
集

会
な
ど
に
は
参
加
で
き
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
一
員
と
し
て

ま
た
、
嫁
さ
ん
の
輪
を
広
げ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

、

先輩からのひと声若
さ
あ
ふ
れ
る
力
と
い
う
か
、

き
付
け
る
魅
力
が
あ
れ
ば
、
向
こ
う

か
ら
つ
い
て
き
て
く
れ
る
も
ん
だ
ヨ
。

　
ヨ
ー
サ
リ
家
に
ば
っ
か
り
引
っ
込

ん
で
な
い
こ
と
。
普
段
か
ら
の
積
み

重
ね
だ
ネ
。
何
で
も
い
い
か
ら
ひ
と

つ
輝
か
せ
る
努
力
を
し
て
い
る
と
、

自
然
に
身
に
つ
い
て
く
る
ん
だ
。

　
行
動
範
囲
を
変
え
て
み
る
と
道
が

開
け
る
か
も
。
（
「
ザ
・
志
向
会
」
か
ら
）

　
極
意
は
何
と
し
て
も

　
　
　
　
　
　

モ
ノ
が
も
の
を
言
う
ん

だ
！
　
肝
心
な
と
こ
ろ

が
元
気
よ
く
な
く
て
は

ネ
。
ボ
ク
は
ひ
と
ま
わ

り
以
上
も
若
い
ヨ
メ
さ

ん
を
も
ら
っ
た
。

努
力
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
パ
ワ
ァ
ー
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
引

．翻
￥覧

ノ1～ぬお申し込みと詳細は

　教育委員会

　　　家庭相談係

盈68－2167㈲5599
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家
庭
看
護
④

床
ず
れ
の

予

へ
・（

●
」

舗
、

防

　
床
ず
れ
の
予
防
は
、
看
護
を
す
る

人
、
し
て
も
ら
う
人
に
と
っ
て
、
一

番
心
配
な
こ
と
で
す
。

　
ど
う
し
て
も
、
全
身
衰
弱
の
ひ
ど

い
病
人
、
ま
ひ
の
あ
る
病
人
、
む
く

み
の
あ
る
病
人
な
ど
が
、
な
り
が
ち

で
す
。

　
原
　
因

　
体
の
一
部
が
長
時
間
圧
迫
を
受
け

て
い
る
時
、
血
行
が
悪
く
な
り
、
栄

養
が
衰
え
て
で
き
る
。

　
固
い
寝
巻
き
や
シ
ー
ッ
の
し
わ
、

縫
い
目
な
ど
が
当
た
っ
て
で
き
る
。

　
皮
膚
と
皮
膚
が
擦
れ
合
っ
た
り
、

皮
膚
と
寝
巻
の
摩
擦
で
で
き
る
。

　
汗
、
便
、
尿
な
ど
で
、
体
や
寝
具

寝
巻
が
不
潔
で
湿
っ
て
い
た
り
、
食

べ
物
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
き
で
き
る
。

予
　
防

全
身
の
栄
養
を
よ
く
す
る
。

存

嫁〉だ

z

　
体
の
位
置
を
と
き
ど
き
変
え
る
。

（
二
時
間
お
き
位
）
横
に
し
に
く
い

時
は
、
枕
や
座
布
団
を
二
つ
折
り
に

し
て
、
支
え
に
す
る
。

　
出
来
や
す
い
と
こ
ろ
に
円
座
な
ど

を
使
い
、
一
ヵ
所
を
長
く
圧
迫
し
な

い
よ
う
に
す
る
。

　
寝
具
を
よ
く
干
し
、
清
潔
な
シ
ー

ツ
を
、
し
わ
が
で
き
な
い
よ
う
に
敷

く
。
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
使
う
時
は
、

は
だ
に
じ
か
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
み
な
み
春
　
夫

蔵
品
南
　
二
女
四
郎
兼

　
　
　
　
　
眞
由
美

　
　
　
や
よ
い
告
之

藤
巻
　
弥
生
マ
　
　
長
女
塩
　
辛

　
　
　
　
　
千
恵
子

　
　
い
く
み
弘
幸

高
橋
伊
久
美
　
　
　
長
女
坪
　
山

　
　
　
　
　
敏
　
子

　
　
　
も
も
こ
十
　
郎

高
橋
桃
子
　
　
　
長
女
伊
友

　
　
　
　
　
晶
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱

畝
〃
小
わ
琶

季
太
田
雛

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

寝
巻
も
清
潔
で
し
わ
の
な
い
考
に
講

着
せ
る
。

便
器
や
お
む
つ
の
世
話
を
上
手
に
禽

す
る
。熱
蘇
鼓
墾
鴛
睡

と
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
鷹
　
臨

町
で
は
・
床
ず
れ
予
防
の
エ
ァ
マ
鰯

ッ
ー
喬
し
出
し
て
い
毛
螺
。
春
風
や
笑
み
お
わ
し
副
の
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Y
）

　
　
○
山
毛
樺
の
芽
の
萌
え
つ
・
色
を
重

　
　
　
ね
つ
・

　
　
　
母
在
り
し
頃
の
菜
飯
を
ふ
と
憶
う

　
　
　
照
り
返
す
日
に
あ
そ
び
降
る
春
の
雪

　
　
　
百
姓
に
占
い
の
よ
し
彼
岸
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

鰍
。
快
よ
き
風
の
誘
い
青
き
踏
む

　
　
　
春
の
雪
円
か
に
冠
り
六
地
蔵

　
　
　
砕
石
の
煙
ま
っ
す
ぐ
日
脚
の
ぶ

　
　
　
瑠
璃
色
に
小
さ
な
灯
り
い
ぬ
ふ
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
、
ー
益
栄

｝
春
風
や
地
蔵
は
赤
き
頭
巾
着
て

　
　
ま
さ
は
る
喜
代
志

川
上
正
治
タ
イ
ニ
男
沖
立

　
　
け
ん
い
ち
重
保

大
久
保
健
一
国
美
長
男
野
　
口

　
　
き
よ
こ
良
房

小
林
基
予
子
千
代
子
二
女
中
屋
敷

小
海

村
越

齋
藤

藤
巻

と
も
み
　
召

知
美
容
日
子
二
女
霜
条

し
ょ
う
た
　
券

翔
太
陽
月
子
長
男
野
・

じ
．
ん
き
弘

準
樹
恵
　
子
長
男
上
　
野

し
げ
る
敏
雄

　
繁
茂
子
二
男
塩
辛

　
　
　
8
．
，
，
，
曳

（
・
必
猪
。
‘
｝
　
ミ
●
。

青
き
も
の
育
て
雪
庇
の
雫
せ
り

濁
流
の
水
が
水
押
す
雪
解
川

　
　
　
　
　
中
島
町
相
沢
精
彩

○
祇
王
寺
の
碑
に
ふ
り
む
け
ば
春
の
雨

ま
た
し
て
も
四
温
の
後
の
雪
と
な
る

沈
丁
の
香
に
足
を
と
め
寺
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

時
折
に
日
の
射
す
空
や
春
の
雪

せ
・
ら
ぎ
の
飛
沫
に
濡
れ
て
芹
を
摘
む

膨
ら
め
る
梅
の
蕾
の
囲
い
解
く

　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

雀
の
巣
ら
し
き
庇
の
藁
の
屑

春
泥
に
ゆ
っ
く
り
と
行
く
和
服
妻

春
眠
や
軒
も
顔
も
母
に
似
て

　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

沈
丁
の
香
に
包
ま
れ
し
小
医
院

木
瓜
咲
い
て
職
場
去
る
日
の
近
付
き
ぬ

　
　
　
　
在
八
王
子
　
田
中
　
ひ
さ

富
士
の
山
冠
雪
あ
り
し
威
容
か
な

　
　
　
ひ
ろ
み
一
　
男

村
山
　
裕
美
敏
子
長
女
山
口
同
原
田

　
　
だ
い
す
け
秀
昭

和
久
井
大
輔
幸
　
恵
長
男
木
　
落

　
　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
沖
村
一
英
坪
山

　
　
月
　
堀
　
愛
　
子
　
　
川
崎
市
か
ら

　
　
昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

　
水
品
二
郎
72
（
正
一
郎
）
三
領

　
関
ロ
　
キ
ク
81
（
精
　
一
）
学
校
町

　
高
塚
祐
治
84
（
正
）
仁
　
田

　
視
野
遠
く
山
脈
は
る
か
春
霞

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

　
ビ
ニ
ー
ル
を
掛
け
育
ち
た
る
蔓
菜
摘
む

　
病
得
て
十
三
年
や
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
濤

　
出
稼
の
父
帰
り
け
り
山
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
小
幡
し
ん
女

　
春
荒
れ
の
霰
と
な
り
し
軒
場
か
な

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

　
ふ
き
の
と
う
味
噌
夕
飯
に
少
し
出
て

　
　
〔
初
心
者
講
座
〕
⑤

　
　
　
　
省
略
と
い
う
こ
と

　
　
十
七
文
字
の
限
ら
れ
た
俳
句
の
中
で
は
五
七

　
五
の
繋
り
を
い
か
に
纒
め
る
か
が
重
点
に
な
り

　
ま
す
。
そ
れ
に
は
極
限
に
絞
ら
れ
た
言
葉
の
選

　
択
が
必
要
で
、
そ
れ
以
外
は
思
い
切
っ
て
省
略

　
し
て
し
ま
う
こ
と
、
余
り
く
ど
く
ど
し
く
説
明

　
し
過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
省
略
は
俳
旬
を
生
か
し
余
情
を
深
め
る
一
方
、

　
下
手
を
す
る
と
意
昧
の
分
ら
ぬ
も
の
と
な
る
か

　
ら
、
そ
の
中
心
は
何
を
言
わ
ん
と
す
る
か
に
重

　
点
を
置
く
こ
と
で
す
。

り
・
引
D
■

　！』
、噸　－

1
、

ど
k


